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1

岩絵具の溶き方

1 必要量の岩絵具を皿に取り出す。 2 少量の溶き膠
にかわえき

液を注ぐ。 3 溶き膠
にかわえき

液を追加しながら、指の腹を
使ってよく練り合わせる。
このとき、一気に追加せず、様子を
見ながら数滴ずつ入れる。

4 少量の水を加えつつ溶きおろし、
好みの濃さに調節する。皿の底に
沈んでいる絵具を、筆でよくかき
混ぜてから使用する。

1 乳鉢を用い、適量を擦
す

りつぶす。
これを空

から

擦
ず

りという。
2 必要量の空

から

擦
ず

り絵具を器に入れ、
少量の溶き膠

にかわえき

液を注ぐ。
3 粒々がなくなるまで、溶き膠

にかわえき

液を追
加しながら、指の腹を使って練り込
む。このとき、一気に追加せず、様
子を見ながら数滴ずつ入れる。

4 少量の水を加えつつ溶きおろし、
好みの濃さに調節して使用する。

水干絵具の溶き方



2

1 播州粒膠
にかわ

を膠
にかわ

鍋に適量入れる。 2 播州粒膠
にかわ

1に対し水10を入れ一晩置く。
写真は直径11cmの鍋に膠

にかわ

10ｇ（ティー
スプーン約4杯）に対し水100cc。
※夏場は冷蔵庫に入れてください。
※�急ぐ場合は一晩置かずに③に進んでも
よい。

3 膨潤した膠
にかわ

を木べら等で丁寧にか
き混ぜながら加熱する。このとき、
沸騰させたり焦がさないよう注意
する。

4 粒々が無くなり完全に溶けたら完成。
よくかき混ぜて使用する。低温で固
まった場合は暖めてから使用する。
※�播州粒膠

にかわ

は洋膠
にかわ

であるため不純物が少
なく、この濃度で使用した場合、2倍を
超える水で薄めると急激に接着力が落
ちるので注意してください。

膠
にかわえき

液の作り方

胡粉の溶き方

1 乳鉢を用い、適量を擦
す

りつぶす
（空

から

擦
ず

りという）。

必要量の空
から

擦
ず

り胡粉を器に入れ、
少量の溶き膠

にかわえき

液を注ぐ。

3 耳たぶ位の柔らかさになるまで、溶
き膠

にかわえき

液を追加しながら、指の腹を
使ってこねる。

団子状にまとめ、胡粉と膠
にかわ

が充分に
なじむまで器に何度も叩きつける。

5 麺
めん

状に伸ばしたあと、50℃前後の
湯を注いで3〜5分間放置し、あく
抜きをする。

湯を捨て、粒々が無くなり粘りが
出るまでさらに練り込む。

7 適量を皿に取り、少量の水を加え
つつ溶きおろし、好みの濃さに�
調節して使用する。2

4 6
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透
す き に か わ え き

膠液の使い方

1 2 3 毛せんなどの上に紙を置き、一方向
からゆっくりと引いていく。
※�紙には原液のまま、薄手のもので表、裏
計2回、厚手のもので表、裏、表計3回、
絵絹には表、裏計2回引いてください。

透
すき ど う さ

礬水をボール等の器に適量移す。
※�水で希釈せず、ボトルからのまま注いで
ください。ただし絵絹に使用する�
場合は、1.5倍に薄めてください。

1 透
すきにかわえき

膠液を膠
にかわ

鍋等の器に適量移す。
※�透
すきにかわえき

膠液は固形膠
にかわ

のように熱を加えて�
溶かす必要がありません。

2 透
すきにかわえき

膠液の2〜3倍の水で薄める。
※�粒子の粗い絵具を使う場合は水を少な
めに、細かい絵具を使う場合は多めに
調節してください。

3 よくかき混ぜて使用する。
※�絵具の溶き方は1ページを参考にして
ください。

礬
ど う さ

水刷毛にたっぷりと含ませる。
※�礬

どう さ

水引き専用の刷毛を用い、絵刷毛とは
区別して使いましょう。

透
す き ど う さ

礬水の使い方

※�天然物につき、沈殿物が生じる場合
がありますが、使用上差しつかえ�
ありません。よくかき混ぜてご使用
ください。
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サイズ 必要量

天然岩絵具
天然に産する良質の鉱物・貴石を厳選し、自
然の持つ美しさをそのままに引き出すべく粉
砕・水簸精製して、粒子分けしたものです。
不純物を一つ一つ取り除き純粋な色にまで仕
上げるために多くの時間と手間を掛けて造り
上げます。代表的なものに藍銅鉱から造る岩
群青、孔雀石から造る松葉緑青があります。

新岩絵具
天然岩絵具の原石にも色相に限界があります。
そこでその色相を補充するために造ったのが新
岩絵具です。釉の体質に発色剤として金属酸化
物を混合し、800℃〜 1000℃にて焼成・溶融して
色の塊の原石である新岩を造ります。そののち、
粉砕・水簸精製して粒子分けする天然岩絵具と
同じ製法にて仕上げます。

水干絵具
耐光性の強い堅牢な顔料を選択し、体質顔料
に胡粉を用い水簸精製後、杉板上で薄板状に
自然乾燥したもので、水干不変色と言われた
時代もありました。水干絵具の粒子は非常に
きめ細かく、優れた発色が特長です。

水飛胡粉
水飛胡粉は、日本の伝統の白です。その製造
法は、天然に産するイタボ牡蠣の貝殻を屋外
に数年放置し、風化させます。その後、創業
以来の伝統製法である湿式石臼粉砕にて微細
化し同時に水で十分晒し、水簸精製後、杉板
上で自然乾燥させます。原料となる貝殻の成
長度と部位・質にて等級分けしております。

天然土絵具
天然土絵具は、洋の東西を問わず古来より顔
料として用いられてきたものです。その製造
法は、日本および世界各地で産する上質な天
然の土を水簸精製後、杉板上で薄板状に自然
乾燥したものです。天然土絵具の粒子は非常
にきめ細かく、落ち着いた深みのある自然な
発色が特長です。

原色岩絵具色見本帖

発　行　日	 平成 23 年 2 月吉日		第五刷発行
発　行　者	 中川晴雄
発　行　所	 ナカガワ胡粉絵具株式会社
	 京都府宇治市宇治乙方 68 番地
	 電話　0774-23-2266
監　　　修	 京都教育大学名誉教授
	 創画会会員
	 烏頭尾		精
印刷・製本	 株式会社		大伸社
価　　　格	 630円（税込）

岩絵具について

岩絵具は、天然岩絵具、新岩絵具に分かれています。
いずれも塊を砕いて粉末にし、粒子の大きさにより10段階に選り分け、
下記のように標準番号に区分けしてあります。

標準番号 5、6

極 荒

標準番号 7、8

荒

標準番号 9、10

中

標準番号 11、12

細

標準番号 13、白

極 細

品質管理
永年にわたり培われた職人の技と経験を元に、
粉砕、水簸分級に近代的な技術を駆使し、岩
絵具の各枝番の平均粒度を均等化、ならびに標
準化する技術を確立する事が出来ました。また、
原料選択に細心の注意を払い、堅牢で経年変
化のしにくい色の管理をしています。

平ぬりに必要な岩絵具の分量の目安

下表の数値は、
新岩群青１０番を平ぬりした場合に必要な分量の目安です。
※平ぬりとは、絵具のたまりや筆むらをつくらず均一にぬる彩色方法です。

 １０号 F （５３．０㎝×４５．５㎝） ４５ｇ

 ５０号 F （１１６．７㎝×９０．９㎝） ２００ｇ

 １００号 F（１６２．１㎝×１３０．３㎝） ４００ｇ



ナカガワ胡粉絵具株式会社
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